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　製材業では，生産の自動化や省力化が進んでいますが，国内外から入荷した
丸太の受け入れ検査（寸法や容積計測）が自動化や高速化のネックとなってい
る。超音波や赤外線を使用した装置もありますが，丸太のように変形した形状
を測定する場合，多方向にセンサを配置して計測する必要があるため，計測時
間が長くなること，装置が高価になること，などが課題となっている。
　本研究では，丸太の寸法と容積を非接触で高速に自動計測できる安価な装置
を開発し商品化を目指す。

　高速な計測装置を低コストで開発するために，安価な発光素子と受光素子を，
丸太を囲むように等間隔に配列し，発光素子を高速で連続発光させ，受光素子
の受光状態から算出した丸太の接線を組み合わせることで，断面形状と容積の
計測を行う。（特願2009-072142） 。

研究の内容

図２　測定原理

研究の目的

ＪＳＴ地域イノベーション創出総合支援事業　重点地域研究開発推進プログラム（地域ニーズ即応型）

研究の成果

　目標の計測時間１ミリ秒／断面および測定誤差５ｍｍ以内（丸太の流通は２
ｃｍ単位）を達成した。これにより，丸太の受け入れ検査の高速化が可能となっ
た。また，航空貨物や宅配荷物の容量計測への応用も可能。

図１　システム構成
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